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陶磁器はどう変わっていくか 

－現代ヴェトナムの事例から－ 

 西野範子（金沢大学大学院博士課程2年）  

民族考古学的視点から、20 世紀におけるヴェトナム

の一窯業村の陶磁器や窯業の変化を抽出し、その要因

を明らかにし、窯業変化のパターンを導き出すこと目

的とする。 

 対象とした地域は、ヴェトナム紅河デルタ、バック

ニン省のカウ河右岸に位置するフーラン村であり、10

世紀ごろから現代まで続く窯業村である。現在は、水

瓶、壺、棺桶などの褐色の化粧土を施した大型陶器が

主に生産されている。 

 フーラン村の村人への聞き取り調査と参与観察を主

な資料とし、古老への聞き取り調査が可能な20世紀初

頭から調査を行った2002年までの窯業の変化を復元し

ていく。 

 まず、20世紀のヴェトナムの劇的な歴史（フランス

植民地時代、日本軍仏印北部進駐、抗仏戦争、ディエ

ンビエンフー陥落、合作社制度、抗米戦争、カンボジ

ア侵攻、中越戦争、ドイモイ政策）と、フーラン村人

が実際に体験した歴史のずれを明らかにした。彼らの

歴史は、フランス植民地時代に資産家が燃料である木

材の流通を牛耳ったこと、フーラン村が激戦地となっ

た抗仏戦争、国家管理体制の生産組織の変化（合作社

時代）、洪水による移住という事件に対し、強い影響

を受けている。 

 次に、窯業を構成する、原料（粘土、木材、釉薬）、

製品、窯の形、窯の数、生産周期、技術伝播、生産シ

ステムの変化とその要因を明らかにした。以下にその

一部を紹介する。 

 粘土、燃料である木材、釉薬の入手場所が変化した

のは、流通が閉ざされた抗仏戦争期である。他に、粘

土は枯渇して新しい場所に採掘場所を変更した例が

2001年に見られる。木材は、合作社時代に入るとコス

トダウンの為、より近くの木材を入手するようになる。

釉薬も1980年頃から、安価な原料を用いる為に質が低

下していく。器種は、合作社という生産体制のもとで、

急須、碗皿などの小型製品が生産されなくなり、合作

社制度が解体した後も大型製品のみの生産が続く。ま

た、他の窯業村の廃業により、他村で生産していた新

機種を新しくフーラン村の製品として加えた。伝統的

な窯の形は、支柱で天井を支える単房式窯であったが、

合作社解体以降、フーラン村人が中国国境で学んだア

ーチ状の天井（内部に支柱を用いない）単房式登窯に

変更した。窯の数は、窯 

業を担う世帯数に影響される。従来は、12-14 基であ

ったが、 

抗仏戦争期には3基に、合作社時代は、前半を5基、

後半を7基と規定される。合作社解体以降、自由化と

同時に窯業を担う世帯が増加し、窯数も増えるが、1990

年代後半から供給過剰、及び代替品の出現により、窯

数は明らかに減少した。合作社の導入によって、生産

体制が家内制手工業から工場制へと変化することによ

り、技術伝播も「親から子へ」から、組織内の「熟練

者から見習い工へと変化した。 

 総括すると諸側面の影響と窯業の変化の関係は以下

のようにパターン化できる。 

(ア) 戦争：原材料や製品の運搬の為の流通路が
閉ざされる。現地で供給できるものに関し

てはほとんど影響を受けない。生産の時間

帯、規模は縮小されるが、生産を停止する

ことはほとんどない。しかし、どの戦争も

一様に影響を受けたわけではなく、戦争の

性質、戦場化の程度によって異なる。 

(イ) 生産組織の変化（合作社時代という国家管
理体制）：生産体制そのものが変化すると、

技術伝播の仕方に影響を及ぼす。国家管理

体制による生産の管理は、結果として、生

産数の減少→需要の増加→悪質なものでも

販売可能→質と技術の低下に繋がっていく 

(ウ) 流通：運搬業を担う者が増えるとそれに伴
い生産数、窯業従事者数も増加する。しか

し、増加が著しく供給過剰になると、再び

減少する。 

(エ) コストダウン：代替品（プラスチック製品）
の普及、生産過剰により、需要が減ると製

品は売れ残り、結果として質の低下を招く。 

(オ) 周辺窯業村の影響：ライバルとなる他の窯
業村の生産には大きく左右される。他村が

廃業すると、他村が生産していた製品も新

たに器種に加わる。また、生産規模も自然

に拡大方向に向かう。 

(カ) 個人：新しい技術の導入や新しいアイデア
を実現するのは、個人の活力によるところ

が大きい。成功例は実際に製品や技術を変

化させるが、同様の数だけ失敗例もあるこ

とも確認できた。 
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窯数の変遷と 1年間の生産概数 

（西野 2001より） 

生産周期の変遷 

堤防外側居住期：6ヶ月のみ 

1-3月窯業、4月稲刈り、5-8月洪水、9月田植え、10-12

月窯業 

残丘上居住期：一年中→移住 

立地の変遷 

1968年から残丘上に窯が気づかれ、洪水から年中免れ

るようになった。 

窯の数 1947→戦争、1959-1983→合作社 1983→自由

化  

1990年代前

半→需要の

増加 2000

年→供給過

剰  

 

 

 

運搬業の変遷 

（西野 2003 

ベトナム研究会

於太平洋アジア大学レジュメより） 

 
1年間の陶器生産概数
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年 窯 の

数 

1 基の焼成陶

器数 

1 年の窯業活動

期間 

1 年間の製

品数 

1940-  14 1000前後 6ヶ月 84万個 

1941 -  12 1000前後 6ヶ月 72万個 

1947-  3 100前後 ? ? 

1954-  12 1000前後 6ヶ月 72万個 

1959-  7 1000前後 6ヶ月 42万個 

1968-  5 1000前後 12ヶ月 60万個 

1983-  18 1700前後 12ヶ月 367万2千個 

1985-  21 1700前後 12ヶ月 428万4千個 

1990 前

半 

 29 1700前後 12ヶ月 591万6千個 

2000年  21 1700前後 12ヶ月 29万8800個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の窯の廃業  Tho Ha（同じくカウ河沿い） 

粗悪なものが売れる背景は 

フーラン村の食器 

碗・皿もすべてフーラン村製。 

フーラン村独特の陶磁器の使われ方 

新製品?：子供に貯金箱、犬の餌入れ 

再利用：台所の煙突に 2つ重ねた寸胴瓶を使用、棺桶

を積んで壁、塀に。棺桶を家のコンクリートにはめ込

んで、歯ブラシおきに。 表4 船と ト ラ ッ クの数の変化
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社会の変遷 

陶磁器に大きな影響を与えた出来事。 

合作社時代という時代（点数制） 

窯業システムの変化 

家内制手工業から、大工場制へ 

国家の方針によって、生産する製品も規制 

自由化の後、また家内制手工業へ戻る。 

以前の製品を作らなくなった。（時折自分の為に作る

ことがある。） 

技術改良の為の人々の努力 
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チェコスロバキアに視察 1971/1972(6ヶ月)                                                                           
１．釉のスプレーを持って帰ったが、当時は電気がな 



かったし、また、フーラン村の釉では詰まって使用で

きなかった。 

２．型作りも試してみたが、フーランの土では合わな

いし、流し込みもしたが、フーランの土では乾かない。

しめったまま。 

抗米戦争で、木材があまり手に入らなかった。（一度

に 15㎡木材を使用する。）バッチャン、タインチ（ブ

ルガリアが援助してガス窯がある）をBa Thuが視察さ

せて、フーラン村に取りいれようとした。（Ba Thu） 

バッチャンはBao nung を使用している。フーランでも

陶器の中に磁器をいれて焼成しようとしたが、村人は

やらなかった。（十分整ってなかったのだろう） 

 

近世金沢の考古学的研究－金沢城跡を中心に－ 

滝川重徳（石川県教育委員会） 

金沢城跡は、金沢市街の中心、南東の山地帯から舌

状に延びる小立野台地の先端部を占めている。この地

は、天文15年（1546）に一向一揆の拠点として金沢御

堂（金沢坊）が建設されて以来、近世には加賀藩前田

氏の本拠として、北陸の政治・経済・文化の中核的な

位置を保ってきた。 
 ただし金沢坊の堂舎の配置等については、後世の史

料に一部言及があるのみで、疑わしいところも多い。

また金沢城となって以後の具体像も、前田氏に先んじ

た佐久間氏時代はもとより、前田氏初代利家、二代利

長の頃まで、信頼できる史料はたいへん少なく、総じ

て寛永年間（1624～1643）以前の姿（以下、初期金沢

城と呼称）は不明確であった。 
 しかし近年、道路整備、公園整備（平成８年３月囲

以後城跡地は県有となる）、学術的調査等の目的で発

掘調査が進行し、この間のデータが少しずつ蓄積され

るようになった。金沢坊・初期金沢城の全体像を明ら

かにするには、まだまだ不十分であるが、現段階での

成果を簡単に紹介したい。 
 金沢坊期 
 主要堂舎部分は全くと言って良いほど不明であるが、

寺内町の一部と考えられる遺構が幾つかの地点で検出

されている。石川門前土橋の調査（平成4～6年度、石

川県立埋蔵文化財センター）では、土橋や堀が構築さ

れる以前、この場所に金属加工に関わる工房群が存在

したことが判明した。また新丸の調査（平成 11～13

年度、（財）石川県埋蔵文化財センター）では、町屋

的な遺構のまとまりが検出されている。ともに16世紀

代の遺物を伴い、金沢坊期に形成されたと考えられる

が、16世紀末期に下るものも若干含まれており、前田

利家の金沢城入城後もしばらく存続していた可能性が

高い。 
初期金沢城期 
 東ノ丸唐門一帯は、広義の本丸への出入り口として

重要な箇所であるが、付近の石垣には新旧の時期差が

窺えることから、何らかの変遷があったことが予測さ

れていた。平成14年度に実施された遺構確認調査（金

沢城研究調査室）では、現在のルートの原型となる元

和期（1615～1624）の石段・道路側壁石垣と、これと

は異なるルートを示す文禄・慶長期（1592～1615）の

石垣を検出した。 
 菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓石垣の調査（平成10・

11年度、(財）石川県埋蔵文化財センター）では、二ノ
丸東辺に連なるこれら櫓台石垣の下部に、三ノ丸とほ

ぼ同じレベルで先行する遺構が展開していることが確

認された。出土遺物の年代から、二ノ丸を画する石垣・

内堀は寛永 8年（1631）の大火以後に構築されたと考
えられる。これは数少ない同時代史料の記述とも矛盾

がなく、二ノ丸拡張に象徴される金沢城の確立が、寛

永大火を契機とするものであったことを改めて認識さ

せる成果となった。 
 城域の南側を画するいもり堀の調査（平成 10～12

年度、（財）石川県埋蔵文化財センター）においても、

新旧二筋の堀が検出された。このうち新しい堀は、各

種絵図にも記されており、「いもり堀」として明治期

まで存続していたものであるが、この「いもり堀」に

先行する堀・石垣を伴う土橋が確認されている。土橋

付近では金箔瓦が出土しており、重要視された出入り

口とみなしうるにも関わらず、後代に引き継がれてい

ない点が興味深い。石垣や出土遺物の年代観から、新

旧の切り替え時期は、元和年間（1615～1624）と考え

られる。 
 ごく簡単に紹介したが、金沢坊期の様相は大部分が

不明なものの、寺内町の一部とみられる遺構が検出さ

れ、初期金沢城期まで機能していたこと、初期金沢城

の設計プランが、確立期の縄張りからは想像しがたい

ほど異なっていたことが判ってきたと言える。まだ緒

に付いたばかりとは言え、発掘調査の進展は、北陸の

織豊期・近世初期の研究全体にとっても大きな刺激と

なるものと考えている。 
 

石製農具の使用痕研究 

原田幹（愛知県教育委員会） 

70年代後半以降の石器使用痕研究は、高倍率法と実

験使用痕研究という二つの柱により進展してきた。日

本では、旧石器や縄文時代の石器だけでなく、弥生時

代の石器に対しても関心が高く重要な成果をあげてい

る。本発表では、イネ科植物を作業対象とする石器に

ついて、研究の現状をまとめ、弥生時代の農耕技術と

石製農具との関係について考える。 
イネ科植物によって形成されるポリッシュは、Ａタ

イプ及びＢタイプの光沢で、明るくなめらかで縁辺が

丸みを帯びた特徴的な外観を呈する。ポリッシュが極
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